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モンテスキューの『法の精神』の草稿について

古　賀　英三郎

　フランスの国立図書館に所蔵されている『法の精神』の草稿については，すでにシャクルトンによる
研究が発表されてい鏡）ここではそれとの重複を避け，別の観点からこの草稿にアプローチしてみたい。

　（1）シャクルトンの研究はくしa　genδse　de＜L’Esprit　des　Lois＞＞．　Rθ搬θ4魏曽’o〃θ疏’6鷲か8　dθ勉恥πoθ，

　　　Tome　52，　N。4，0ct．・d6c．1952．＜正e　manuscrit　de　la　Biblioth6que　nationale＞，0θ祝yrθ3α）海ρ1々θ3（1θ

　　　躍bπ∫θ8卿蜘，pub．　sous　la砒ection　de　A．　Masson（以下0．　C．　Massonと略記）t．皿，195鼠P．567－577である。

　すでにシャクルトンによって，この草稿は，r法の精神』が刊行された1748年以後に雇われた2人

の書記ダムール（Damours，筆跡P）とフィツーバトリク（Fitz・Patrick，筆跡s）の筆跡を除くと（草稿に

は刊行後にも加筆されている）モンテスキュー以外に8人の書記によって執筆されていることが明らか

になってい潔

　②　シャクルトンは，モンテスキューの諸草稿や書簡の筆跡鑑定によって，モンテスキューが生涯にわたって雇

　　つた19人の書記の筆跡を割り出した。　＜孔es　secr6taires　de　Montesquieu＞，0．　C．　Masson，　t，　K，1950，．

　　Introduction，　pp．　XXXV－XLIII．　白内障による黒姫のためモンテスキューは書記による口述筆記に頼ったの

　　である。

　この論文で試みることは，『法の精神』の草稿において，各章が誰によって，あるいはむしろどの筆跡

によって，したがっていつ頃書かれたかを確定することである。

　1．モンテスキューの筆跡

　まずモンテスキューの筆跡を確定することから始めよう。まず写真ナンバー1は，モンテスキューが

ボルドー大学在学中に編んだr法令集』のなかの一頁の写真である。したがって青年時代の筆跡が示さ

れている。写真ナンバー2は，rペルシャ人の手紙』（1721年刊行）第77信のモンテスキュー自筆のオ

リジナル草稿の写真で，文末の追記は書記フィツーバトリクの筆跡である。このフィツーバトリクは，

r法の精神』の草稿では，第20篇の冒頭に置かれる予定であった　　実際は初版ではJ．ヴェルネの反対

で削られた「ミューズの神々への祈願」を執筆している（写真ナンバー3）。

　写真ナンバー4は，フランスの国立図書館の所蔵するrペルシャ人の手紙の訂正』と題する草稿のな

かの，文末に「モンテスキューの手で」と書かれた一文の写真である。この一文は，rペルシャ人の手紙』

の中には採用されなかったが，ヴェルニエール（P．Verni合re）によるガルニエ版347頁に印刷されてい

る。

　写真ナンバー5は，実際は自分がrグニードの神殿』q725年）の著者でありながら，そのことを否

認しているモンテスキューのベルトロ・ド・ジゥイ　（Berthelot　de　JQuy）夫人宛のモンテスキューの

書簡で，1725年の4，5月に書かれたとされ，r全集』編者はこれをモンテスキューの自筆と認定して

いる（0．C．Masson，皿，　p．792）。

　写真ナンバー6もモンテスキュー自筆の手紙で，1726年の日付がついているが，r全集』編者は宛先

をドダール（Dodart）と推定し（0．　C．Masson，皿，　P．829）ているが，1939年にモンテスキューの諸々

の草稿の競売の際刊行されたrモンテスキューの草稿と書簡』が，この手紙を自筆と認定している。写

真ナンバー7も，同じ筆跡で1726年と記入されたランベール（Lambert）夫人宛の手紙でr全集』編者
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はモンテスキューの自筆により，12月末に執筆されたものとみなしている（0．C．　Massgn，皿，　p．872）。

　写真ナンバー8は，1728年から31年にかけてのヨーロッパ旅行中に記したr旅行記』の草稿中の一、

頁（0．C．　Masson，　H，　PP．1339－1340）の写真で，モンテスキューは，旅行中に従僕を従えていたが書

記を同伴していなかったから，自筆によるものと考えられる。とはいえ『旅行記』中，自筆によらない

部分があるのも事実である。それは，旅行記中の「ローマの住民に関する省察」全部と「鉱山に関する

覚書」の一部が筆跡e（雇用年1734～1738年）により，「鉱山に関する覚書」の他の一部（約10頁）

が筆跡p（書記ダムール，1748年から雇用）により，イタリア・ドィッ・オランダ旅行の8分の7が筆跡q

（1749年から雇用）により執筆（むしろ清書）された（cf．0．　C．　Masson，皿，　pp．XXXVm選XXIX）。と

ころで掲げた写真の部分は，「イタリア旅行」とは別に書かれた「フィレンツェ」の項の草稿なのである。

　写真ナンバー9は，「若干の君主の牲格と彼らの生涯の若干の出来事に関する省察」の草稿の冒頭部

分（0．C．Masson，　IH，　p．538）の写真である。欄外に「完全にモンテスキューの手で」と書かれている

のが注目される。だがその執筆年は定かでない。　　　　　　　　　　　・

　写真ナンバー10は大へん興味深い。これは，「ジロンド県歴史資料」（雑誌）第30巻（1895年）に発

表されたもので，上半分はモンテスキューの，サロー・ド・ボワネ（Sarrau　de　Boynet）宛の自筆の書

簡（0．C．Masson，皿，　P．976）で，日付は1736年6月10日，それに同郷の経済学者ムロン　（Melon）

の追記が付されている。下半分は，モンテスキューの妻ジャンヌ・ド・ラルティグ（Jeanne　de　Laftigue）

の手紙で，日付は1755年3月30日，つまりモンテスキューの死（1755年2月10日）の直後のもので，

「私が受けた不幸を共にしていただいたことを感謝いたします。私があなたのいとも謙虚でいとも従順な

僕女であることを重々信じて下さいますよう。ラルティグ・ド・モンテスキュー」と書かれている。こ

れは直訳で，「私があなたのいとも謙虚で……」以下は「敬具」というのに等しい。なぜかマッソン版

r全集』にこの手紙は採録されていない。従来モンテスキュー夫人の残された唯一の手紙と目されてき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
た手紙（0．C．　Masson，皿，　P・1032）が，妹テレーズのものとされたから，これがモンテスキュー夫人の

残された唯一の手紙である。ただし宛先は定かでない。

　（3）　　R．Shackleton：＜Madame　de　Montesquieu　with　some　considerations　on　Th6r6se　de　Secondat＞，昭。吻ση

　　σ〃d300’θ’＝ソ　加石’忽力’θθη’乃薗Cθη魏リノ魚πηca　石「∬σア3加乃。ηα〃。ノ」∂乃π5∫θρゐθη80η8ρ加κ　ed。1）y　Eva　Jacobs，

　　etc．　1979．

　これまでに掲げてきた写真によって，読者諸氏はすでにモンテスキューの筆跡にほぼおなじみになら

れたことと思うが，念のために更に二つ掲げよう。写真ナンバー11は，「わが随想』のなかの一頁（0．C．

Massonの整理番号1466と1467，カイヨワ版r全集』の整理番号60と1862）の写真，写真ナンバー12

は，r文書集』の中の一頁（0．　C．Massonの整理番号570．571，572，カイ．ヨワ版r全集』の整理番号

530，531，532）の写真である。

　2．「法の精神』草稿の筆跡

　r法の精神』の草稿のなかで最も頻繁に見られる筆跡は，シャクルトンが筆跡hとしたもので，それを

書いた書記の名はダルセ（Darcet）ではないかとされている。彼が雇用されたのは，1740年目ら1743

年までであることが，シャクルトンにより確認されている。その筆跡は，写真ナンバー13が示す通りで

ある。筆跡hにより執筆されている箇所は次の通りである。ローマ数字は篇を，アラビア数字は章を示

すが，草稿の篇別章別構成と現行r法の精神』のそれとが一致しないケースがあるので，その場合には

カッコ内にそのことを記した。

　11，3；H1；HI　3，11；IV　1，2，3，4，5，6，7，8；V1，8，9，10，11，15，17，18；VI　1，

2，4，5の一部，14（現行のr法の精神』から欠落），17（現行のr法の精神』の第13，14，15章は草稿
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にない），20（現行の19），23（現行の15）；W3，15；田3，6，21（一部）；IX　2，4（現行の5）；）皿4，

5，6，ユ0，15，17，18，23，24，28；）皿21の一部，25の一部；XIII　2，10，15の「部；XIV　1，2，

3，4，5，6，7，8，9，10の一部，11，12，13（現行の15，現行の13，14は草稿になし）；XV　3，4，

5，6，7，8，9（現行の10，現行の9は草稿になし），12（現行の13），15（現行になし）；XVI　1，3，

4，5，6，7，8，9，10，11，13，14，ユ5；XVII　1，2，3，5；XVIII　1，2，4，6，9，10，12，14，

15，16（現行の18）；XIX　2，3，4，6，7，8，9，10，12，13，14，15，16，五7，18，19，24；XX　3（現

行の4，現行の3は草稿になし），4（現行の5）の一部，6（現行の8，現行の4は草稿になし），8（現

行の10），10（現行の12，現行の11は草稿になし），11（現行の13），13（現行の15），14（現行の18，草

稿に現行の16，17なし），17（現行の22）；XXI　3，15（現行の22）；XXII　5，9の一部；XXIII　1，4，

7，10，12，13，16，17，18，21の一部，27（現行の28，草稿に現行の26なし），28（現行の29）；

XXIV　1，2，3，9，11，12，13（現行の14，草稿に現行の13なし），14（現行の15），15（現行の16），

21（現行の23，草稿に現行の17なし），23（現行の25），24（現行の26），25（現行になし）；XXV　3

（現行の4，草稿に現行の1なし），4（現行の5），6（現行の7）の一部，7（現行の8），12（現行に

なし），13，15の一部；XXVII　1。

筆跡hの書記と同時に雇われていた書記（雇用年1741－1743年）の筆跡が，シャクルトンにより筆跡

iとされたもので，それは写真ナンバー14が示すものである。筆跡iにより執筆されている章は次の通

りで，第12篇以降には見当らない。

　12；H2，3，4，5；皿1，4，5，9，10；V2，4，5，6，7，14，16；VI　3，8，12，ユ3（現行の

16），16（現行にはない），18（現行の13），21（現行の20），22（現行の18），24（現行の21）；VII　1，

2，4，6，7，9，13，14，16，17；W14，17，18；IX　3（現行の4）；X2，3，4，6，15，16；）旺2，

5，11の一部。

　筆跡hやiより以前に書かれた筆跡が2つある。シャクルトンにより筆跡eと筆跡gとされたのがそ

れで，筆跡eの書記の雇用年は1734年から1738年まで，筆跡gの書記の雇用年は1739年から1741年

までであることが確認されている。

　筆跡eは，写真ナンバー15が示す通りである。筆跡eにより執筆されている箇所は，有名な第11篇第

6章「イギリスの国辱について」と第17篇第6章「アジアの隷属とヨーロッパの自由の新しい自然的原

因」とのみである。しかし前者の章は，筆跡eによってのみ執筆されているのではない。その章の詳細

な筆跡分析は後で行うこととして，筆跡gについて述べよう。筆跡gは，写真ナンバー16が示す通りで

ある。筆跡gにより執筆されている章は次の通りである。

　皿2，6，7，8；V3；班19，21の一部（fQg4；現行第11段落）；］X1，5（現行の6）；）α6の一

部，7，8の一部；XIV　2の一部（f。160），10の一部（f。178）；XV　1，2，7の一部（f。207）；XX

12（現行の14）；XXI　14（現行では21）の一部；XXII　i，6，7の一部；XXIV　4，6，7，8，10，20

（現行では22）。

　ほかに5種類の筆跡がある。シャクルトンにより174ユ年から1743年にかけて雇われたとされるある書

記の筆跡jは，写真ナンバー17が示す通りであるが，それが執筆している章は次の箇所である。～皿1，

2，　4，　5，　7，　8，　9，　10，　11，　エ30

　1743年から1746年にかけて雇われたとされるある書記の筆跡1は，写真ナンバー18が示しているが，

それが執筆している章は次の箇所である。V12；VI　5の一部，11；W5，8，10，11，12；Xユ，5；XI

8の一部，11の一部；）皿1，2，3，11，13，20，21の一部，22，25の一部，26，27；Xm　1，8の一

部，9，13，15の一部，19；XVI　2，12；XVII　4，7；XVIII　3，5，7，　l　l，13；XIX　5，20，23，
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25；XX　1，2，4（現行の5）の一部，5（現行の7），7（現行の9），9（現行の11），15（現行の19），

16（現行の2σ）；XXI　1，2，4，6（現行の14），7（現行の6），8（現行の11），9（現行の13），10（現

行の15），11（現行の17），12（現行の19），13（現行の20），14（現行の21）の一部，16（現行の23）；

X短12，3，9の一部；XXIII　3，5，6，8，14，19，26（現行の27）；XXIV　16（現行の18），17（現

行の19），18（現行の20），19（現行の21），22（現行の24）；XXV　1（現行の2），5（現行の6），6

（現行の7）の一部，8（現行の9），9（現行の10），10（現行の11），11（現行の12），14，15の一部；

XXVIII　9（現行の44）。その他筆跡1による訂正・加筆は多数ある。

　1746年に雇われたある書記の筆跡nは，写真ナンバー19が示している。それによる執筆箇所は次の

通りである。

　VI　19（現行の14，タイトルはモンテスキュー）；XH　2；）皿6，30；XV　10（現行のU），11（現行の工2），

13（現行の16），14（現行の17）の一部，16（現行のi8）の一部，17（現行の19）の一部；XVI　16；

XXIX　l　l（現行の18，　f。338）。

　1746年から1747年にかけて雇われた書記（その名はJudeとされている）の筆跡。は，写真ナン．

バー20が示している通りであるが，それが執筆している章は次の通りである。

　XV　14（現行の17）の一部；XVIII　17（現行の19）；XIX　1，11，21，22，26（現行の27）；XXII

4，8の一部，10，11（現行の14），12（現行の18）；XXIII　2，20，21の一部，22，23，24，25；XXIX

1，2。

　シャクルトンに即すれば，以上に列挙した8つの筆跡以外の筆跡がモンテスキューの筆跡ということ

になる。ところが私には，当初残りの筆跡には2種類あるように思われたのである。さきに見たモンテ

スキューの筆跡とそっくり同じ筆跡があるのは，次の箇所である。

　X17（最初は1の筆跡で書かれ，それが抹殺されて，モンテスキューの筆跡となる一写真ナンバー

21）；XIII　12，16，ユ7，18；XV　16（最初にモンテスキューが執筆し，その後に筆跡nが追記している

一写真ナンバー22）；XVIII　8，18（現行の20一写真ナンバー23）；XXI　5；XXIII　9，11，15；

XXIV　5；XXV　2（現行の3）げ

　ところがシャクルトンは，写真ナンバー24の筆跡もまたモンテスキューの筆跡とみなしているので

ある。これは第工1篇第10章の筆跡の写真であるが，書き方に流れがない。だがこの筆跡を加えるとモ

ンテスキューの執筆箇所として，さらに次のものを加えなければならない。

　V13，19；W1の一部，6，7，9，10；皿12，15，16，20；X4の一部，7，8；9（現行にな

し），10（現行の9），11（現行の10），12（現行の11），13（現行の12），14；XI　1，3，4，9，10；

X匪7，9，12，14，16，19，29；XIII　3，4，5，6，7，11，14。

　時間的に先に雇われた書記の筆跡が，後に雇われた書記の筆跡によって訂正され，加筆されているこ

とは言うまでもない。筆跡hと筆跡iとによって基本的な原稿が作られ（hとiは，1843年まで雇わ

れた書記の筆跡なのだから，基本原稿はその時までに作られたことになる），そのうえにモンテスキュ

ーとj，1，n，　oの筆跡をもつ4人目書記が，訂正，追記していったのである。

　筆跡鑑定でシャクルトンと私とで意見を異にする点は，シャクルトンは，第22篇第1章，第6章，第

7章の筆跡を筆跡gとみなしていない（0．C．Masson，皿，　p．XXXVHI参照のこと）が，私はそれを筆

跡gとみなす点にある。おそらくシャクルトンは，それを筆跡0とみなしている。筆跡gと筆踏Oとの

相違を，第22篇第7章（筆跡g）と第8章（筆跡。）とを比較した写真ナンバー25，26で見ていただき

たい。最も特徴的な相違は2の書き方である。

　草稿と現行のr法の精神』とには幾つかの相違がある。まず現行版にあって草稿にない編と章をあげ
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ると，現行の第9篇第3章，第7章，第8章，第9章，第10篇第13章，第11篇第13章から第20章ま

で，第13篇第20章，第14篇第13章，第14章，第15篇第9章，第14章，第15章，第17篇第8章，

第18篇第16章，第17章，第21章から第31章まで，第19篇第26章，第20篇第3章，第4章，第16

章，第17章，第21章，第21篇第10章，第12章，第22篇第11章から第13章まで，第15章から第17

章まで，第19章から第22章まで，第24篇第13章，第26篇全部，第28篇の第44章を除く全部，第30

篇と第31篇の全部は草稿にはない。とはいえ第29篇の草稿で現行の章が執筆されているのは，第1章，

第2章，第14章，第18章だけで残りは，諸々の断片の雑然とした堆積からなっているし，第21篇の草

稿も，第6章以下は，現行と較べると混乱している。また現行の第20篇第23章が，草稿では第22章の

なかに記載されているようなケースもある。

　他方草稿にあって結局印刷に付されなかった文章もある。草稿の第6篇第14章，第15章，第16章，

第10篇第9章，第15篇第15章，第25篇第12章などがそうである。草稿と印刷本とで篇や章のタイト

ルが相違しているケースも少くない。たとえば第23篇のタイトルとして最初は，「貧困との関係におけ

る法についで」と題されていた（草稿第4巻，185枚目）。以上のことからこの草稿は，最終の草稿で

なく，それより1つ手前の草稿であることが分る。

　各章の主要な筆跡を表にすると次のようになる。
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1　1　2　3

　　h　ih

皿　1　2

　　h　i

3　4　5
　ili　i

皿1234．567891011
　　ighiig99iih

V12345678910111213141516171819
　　h．igiiii．．．h．hhhlm．ihihhm
13（16）　14　15　16　17　18（13）　19（14）　20（19）　21（20）　22（1き）　23（15）　24〔21）

i h　h　ih

14　15　16　17

ih　i　i

5（6）

　9
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　ローマ数字は篇を，　　　　　　　　　　，カッコ内のローマ数字は現．行『法の精神』における章を示す。

mはモンテスキューの筆跡であることを示し，その他は書記の筆跡で，次の筆跡をもつ書記の雇用年は次の如

くであ．るから，各章の執筆年を推測できる。

e（1734－i738），9（1739－1741），　h（1740－1743），　i（ユ741－1743），．」（1742－1744），　1（1743－

1746），　n（i746），　o（i746－1747）
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　3．第11篇第6章「イギリスの国制について」の草稿の筆跡について

　有名なこの章が書かれた経緯を知ることは興味深い。写真ナンバー27が示すこの章の冒頭部分は，モ

ンテスキューがこの章のタイトルと置くべき位置にいかに腐心したかを示している。　判読しうる限り

‘Des　principes　de　la　libe丘6　pohtique，　co㎜ent　on　les　trouve　dans　la　constitution　d’Angleterre’

という文字がみられる。結局モンテスキューの筆跡で‘De　ia　constitution　d’Angleterre’と記入され

ている。

　1枚目に書かれた第1段落から第3段落までは筆跡9（1739－1741年）によって書かれている。これは

筆跡e（1734－1738年）が一度書いたオリジナル草稿にとって代ったもので，第3段落ではおそらく筆

跡1（1743－1746年）と思われる筆跡で，冒頭のLa　libert6　politiqueとestとの間にdans　un　citoyen

という言葉が後につけ加えられている。

　2枚目から7枚目までが筆跡eで書かれている。これはオリジナル草稿だが，最初の3行つまり，‘parti－

culiers，　s’appelera　cette　derni6re　la　puissance　de　juger　et　l’autre　simplement　la　puissance　executrice　dei

r6tat’が抹消されていて，それは現行第2段落で述べられる三権の規定の叙述部分である。つまり第3段

落が，オリジナル草稿には欠けていた。2枚目から7枚目までは，第4段落から第22段落の最初の2行

までを含む。

　そのなかの第8段落にある‘les　inquisiteurs　d’Etat’という単語は，草稿では筆跡eによって‘ie　Con－

seil　des　Dix’と書かれていたのを，筆跡｝が訂正したものである。同じ段落の注記‘註Venise’は，

オリジナル草稿以後に，モンテスキューのものと思われる筆跡で追記されている。第12段落末尾の現行

の，‘1e　mal　est　que　ces　tribunaux　diff6rens　sont　fbrm6s　par　magistrats　du　mδme　corps；ce　qui　ne

fait　gu合re　qu’une　mδme　puissance．’とあるのは，筆跡eによるオリジナル草稿では，‘le　mal　est　que

㏄stribunaux　dif£6rens　fbrm6s　par　des　magistrats　du　mδme　corps　ne　sont　pas　des　puissances

diff6rentes．とあったのをモンテスキューの自筆と思われる筆跡で訂正したものである。次の段落の，

‘comme　a　Athenes’という注記は，オリジナル草稿では，筆跡eで‘Voir　si　celaεtait　de　meme　a

Athenes’と書かれ，線で囲まれていたのを抹消して，おそらくモンテスキューのものと思われる筆跡

で記入されている。注意書きを消して注を付したのである。

　第19段落冒頭の‘Si　la　puissance韮6gislative　Zo∫∬θarex6cutive＿’とあるのは，オリジナル草稿で

は‘Si　la　puissance　I6gislative　do朋θa＿’とあっ＃のを，やはりモンテスキューのものと思われる筆

跡で訂正したものである。第21段落の全体は，筆跡eによるオリジナル草稿では，‘Et　c’est　le　seul

moyen　conforme註la　ra童son　de　supp16er註la　tyrannique　magistrature　des　Ephores　qui　avoient　bati

aupres　de　leur　palais　une　chapeHe　a　la　peur　pour　qu’ils　fussent　plus　cra血ts　de　leurs　citoyens　ou　aux

Conseil　des　dix　de　Venise　qui　est　plus　despotique　encore．’と書かれていたのが，現行のように訂

正された。抹消を除く字句訂正はモンテスキューの自筆と思、われる。

　筆跡eは第22段落の‘Comme，　dans　un　6tat　libre，　tout　homme　qui　est　cens6　avoir　une　ame

libre　doit　etre’で終り，筆跡はh（1740－1743年）となる。ただしこれまでの番号の付されていた草

稿の番号がなくなり，筆跡hの2枚が続いた後，筆跡eによる9の番号の付いた草稿に続く。というこ

とは，筆跡eによって番号の付されたオリジナル草稿が最初に書かれ，8と9との間に，筆跡hによる

番号の付いていない2枚の草稿が後に挿入されたことを意味する。

　筆跡hによるこの2枚の草稿は，第22段落の続きがら第28段落の冒頭までを含む。第23段落冒頭

の‘1es　besoins　de　sa　v盟1e’という表現は，最初‘1’opulence　de　sa　ville’と書かれていたのを，筆跡h

自身が訂正したもので，恐らく口述筆記させたモンテスキュー自身の表現の訂正であろう。
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　第24段落は，最初筆跡hによって次のように書かれていた・‘Le　grand　avantage　des　repr6sentans，

c’est　qu’且s　sont　capables　de　discuter　les　af£aires，　ce　que　le　peuple　ne　peut　guさre　faire，　c’est　le　grand

d6faut　de　la　d6mocratie，　a血si　partout　oh　il　y　a　repr6sentans，丑n，y　a　point　de　mauvaise

d6mocratie．現行のように訂正されたのは筆跡1（1743－1746年）によってである。

　第25段落の最後の現行の‘toute　la　force　de　la　nation　pourroitδtre　arrδt6e　par　un　caprice’と

いう文章は，草稿では．・un　caprice　ou　une　phantaisie　6teroit　a　la　nation　toute　sa　force’となって

いて現行のようには訂正されていない。したがって現行の表現は，この草稿以後に修正されてできたも

のであることが分る。

　筆跡hの草稿には最初現行の第26段落はなく，後に筆跡1によって欄外に（1）の番号を付して追記さ

れた。また第27段落は，筆跡hによって，現行の第25段落と第28段落との余白に記入されている。そ

れには（2）の番号が付されているが，筆跡hの書記の雇用年は1740－43年，筆跡1のそれは17431－

46年であるから，執筆順序としては，まず筆跡hが第27段落を執筆し，ついで筆跡1が第26段落を

執筆して，この筆跡1が，それぞれに②と（1）との番号を付したと見るのが妥当な見方であろう。

　筆跡hは，第28段落の冒頭の』‘des　r6solutions　actives’で終り1‘et　qui　demandent　quelques

ex6cution，’から番号付きの9枚目に移り，筆跡は再びe（1734一1738年）となる。

　筆跡eによるこの草稿は，9枚目から12枚目に及び，そこにはなんの修正も加筆もなく，第28段落

から第39段落までを含んでいる。ただし第39段落の最後の‘droit　qu’elle　a　d’executer．’という語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、は，番号13の付された草稿に筆跡eで書かれて消され，番号12の草稿と番号13の草稿の間に，番号

の付されていない，筆跡hによる1枚の草稿が挿入され，その冒頭に書かれている。筆跡hによる，こ．

の1枚の草稿が第40段落に当る。

　番号13の付された草稿から再び筆跡eが現われ，番号17の付された草稿まで，つまり5枚続く。そ

れらは第41段落から第52段落の約3分．の2までを含む。

　第41段落の最初の‘Le　corps　l6gislatif　ne　doit　pohlt　s’assembler　lui・1n6me，’という表現は，オリ

ジナル草稿では‘ll　seroit　dangereux　que　le　corps　16gislatif　pOt　s’assembler　lufmeme，’ζ書かれて

いたのを，筆跡1が修正したものである。

　第42段落冒頭の‘Si　la　puissance　ex6cutrice　n’a　pas　le　droit　d’arr6ter　les　entreprises　du　corps

16gislatif，’という箇所に，草稿では筆跡1で注をつけ，℃’est　l’inconv6nient　des　loix　de　Pologne．’と

しているが，なぜかこの注は印刷されたことがない。

　現行の第43段落の‘outre　que　Ia　puissance　ex6cutrice　s’exerce　toujours　sur　des　choses　momen－

tan6es’という文中の‘toujours’は，草稿では‘presque　toujours’となっており，1748年版と49年版

でもそうであったが，50年版から‘presque’が消えた。

　第44段落では筆跡eによるオリジナル草稿は，前半の‘1es　loix　qu’elle　a　f田tes　ont　6t6　ex6cut6es；’

で終っており，‘et　c’est　ravantage．．．’以下は，モンテスキュー自身の筆跡による追記である。

　この追記が，オリジナル草稿の第45段落の冒頭にかかってしまった。そこでモンテスキューは，筆

跡eの書いた第45段落の1行目を消して，自筆でその1行を2行目に近いところに書き直した。

　第45段落のなかの‘le　corps　l6gislatif　ne　do量t　pas　avoir　le　pouvoir　juger’という箇所に，後に筆

跡1が注をつけ，‘aGnide，　les　Amymones　ne　pouvaient　etre　appeh6es　en　jugement、mδm6　apres　leur

ad曲istration．11s　6taient　co㎜e　les　fois　d’Angletene．’．と記した力玉，この注は草稿の鵬で抹消され

た。これは次の第46段落と関係がある。

　第46段落冒頭の‘Dans　ce　cas，1’6tat　ne　seroit　point　une　monarchie，．mais　une　r6publique　non
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hbre’という表現は，草稿を見ると再三の手直しの結果決ったものである。最初は筆跡eで‘Dans　ce

cas，1’6重at　ne　pourroitδtre　une　monarchie，　mais　une　R6publique　non　hbre’と書かれていたが，

‘pourroit　etre’が消されて‘seroit　point’と直され，‘non恥re’が一度‘imparfaite’に直され，ついで，

‘non　libre’が復活している。この訂正の筆跡はモンテスキューの自筆である。

　筆跡eによる第46段落は‘ceux－ci　peuventδtre　recherch6s　et　punis．’で終っている。その後の文章

は，筆跡1（1743－1746年）による追記を，その後モンテスキュー自身が訂正したもので，そこでは，ク

ニドスのアムネモスの評価が，第45段落に付されて消された注記での評価と相違している。この評価の

変化が，第45段落の注を消させたのである。この第46段落には2つの注が付いているが，草稿には最

初の方の注しかなく，しかもそれは筆跡1により書かれているから，筆跡eによるオリジナル草稿には

なかった追記である。

　草稿では，現行の第51段落と第52段落との間に，全体が抹消された一段落が書かれていた。それは

次の文章である。‘Et　cette　disposition　est　la　voye　du　monde　la　plus　douce　pour　supp16er　a　la　magi．

strature　des　Ephores　et　au　Conse且des　dix　de　Venise．’

　番号18の付いた草稿と番号19の付いた草稿の間に，番号の付かない2枚の草稿が後から挿入されて

いる。そこに執筆しているのは，筆跡i（1741－43年）である。それは第52段落の最後の‘prend　part

註1’ex6cution，’に始まり，第60段落中の‘；parce　que　la　puissance　ex6cutrice’までを含む。　この部

分で，筆跡iの草稿がその後修正を受けているのは一箇所だけで，それは，第57段落中最後の‘rejetter

les　d6cisions　des　propositions’という文の‘propositions’は，筆跡iの草稿では関係代名詞の‘celles’

で，その前に出てくる‘r6solutions’を受ける形になっていたのを，筆跡1が‘propositions’に訂正した

のである。

　第60段落中の‘ne　d6pendra　plus　d’elle’から，番号19の付された草稿に移り，筆跡は再び筆跡e

（1734－1738年）となる。この筆跡eは番号19の付いた草稿の表裏で終る。つまり第62段落の‘mais　de

la　PuiSsance　ex6cutrice，　et　cela　par’までを含む。この部分で，第61段落中‘il　faut　que　les　arm6es

qu’on　lui　confie　soient　peuple，一という文の下線部分は，
筆跡1により後に書き加えられたものである。また同じ段落中の‘et　oh　les　soldats　soient　une　des

plus　v丑es　parties　de　la　nation’という文の下線部分は，筆跡eの文字が判読困難なほど抹消された後に

モンテスキュー自身の筆跡で書き込まれたものである。草稿では‘une’の次の‘des　plus　viles’が‘1a

plus　vile’と単数のままになっている。

　第62段落の最初の‘L’arm6e　6tant　uhe　fois　6tablie，　elle　ne　doit　point’という文は，最初筆跡e

では‘L’arm6e　une　fois　6tablie　ne　doit　jamais’とあったのを，筆跡1が訂正したものである。

　番号20の付いた草稿は，第62段落中の‘la　nature　de　la　chose’から始まり，筆跡は筆跡g（1739－

41年）に変る。それは第64段落中の‘elle　les　feroit　mourir　de　faim’まで続く。第63段落冒頭の

‘ll　est　d孤s　la　maniさre　de　penser　des　ho㎜es，　que’という文は，最初筆跡gにより‘ll　est　dans　la

nature，　que’と書かれていたのを，筆跡1が訂正したものである。また第64段難中‘La　Hollande　est

encore　plus　en　suret6　que　Venise；elle　submergeroit　les　troupes　r6volt6es，　elle　les　feroit　mourir　de

faim．’とあるのは，最初筆跡gにより‘＿Venise；elle　fairoit（sic）mourir　de　faim　les　troupes　r6volt6es，

elle　les　submergeroit，　elles　sereit　perdUes．’とあったのを，後にモンテスキュー自身が訂正したもので

ある。

　番号20の付された草稿の後に2枚の，番号の付されていない草稿が続く。21番目の草稿は，第64段比

翼の，‘Elles　ne　sont　point　dans　les　v丑les’から始まり，現行の第67段落と第68段落とを含むが，現
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行の第65段落と第66段落とは草稿にはない。この2つの段落は，最初の諸版にはなく，1757年刊行

の死後出版の版に初めて印刷された。代りに草稿では，第64段落に次の続きが書かれていたが抹消さ

れた。‘Enfin　on　a　accutum61’arm6e　de　ces　pays　a　re㏄voir　des　d6put6s　du　corps豆egislatif　qui　sous

pr6texte　de　pourvoir　a　sa　subsistance　ou　sous　d’autres　pretextes　la　dirigent　quoyqu’ils　ne　la　comman－

dent　pas．　C’est　un　Inoyen　temp6r6；1es　troupes　voyent　a　leur　tδte　un　homme　de　guerre∫mais　elles

voyent　aussi　sa　d6pendance　et　elles　y　restent　elles呵m6mes．’

　最後の2枚の草稿は，筆跡i（1741－1743年）で第70段落までが書かれ，最後の第71段落も最初の

‘Arrington　dans　son　oc6ana’までは筆跡iだがそれ以後は筆跡1（1743－1746年）となる。

　以上を総括すると各段落の筆跡と，したがって大よその執筆年と訂正の事情は次のようになる。

　1～3　　　 4～22　　　22～28
g（1739－41）　　e（王734－38）　　h（1740－43）

1（1743－46）　　　1（1743－46）　　　1（1743－46）

　　　　　　m

　28　～　39　　　　　　　　　40　　　　　　　　　41　～　52

e（1734－38）　　　h（王740－43）　　　e（1734－38）

　　　　　　　　　　　　　1（1743－46）

　　　　　　　　　　　　　m

　52　～　60　　　　　　60　～　62

i（1741－43）　　　e（1734－38）

1（玉743－46）　　　1（1743－46）

　　　　　　m

　62　～　64　　　　　　64，67，68

g（1739－41）　　i（1741－43）

1（1743－46）　　　1（1743－46）

m

65，66

1748年以後

1行目の数字は，何番目の段落かを示す。2行目の文字は草稿の筆跡を示し，カッコ内の数字は

その筆跡をもつ書記がモンテスキューに雇用されていた年を示す。3行目の文字は，草稿に加筆，

訂正を施している者の筆跡である。mはモンテスキューが加筆，訂正を加えていることを示す。

　この表をみて分ることは，『法の精神』第11篇第6章「イギリスの国制について」の執筆には，モンテ

スキューを含めて6人の人間が関与していること，その執筆開始は1734年に遡り，1743年にはほぼ

完成していること，最初のオリジナル草稿は筆跡eと筆跡gによって執筆され（その草稿には通し番号

が付いている），その後筆跡hと筆跡iとが新たに草稿を書き加え，筆跡1とモンテスキューとは専ら

修正と加筆ないし削除を行っているということである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大学社会学部教授）
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